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告

示

表
中

「

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
海
岸
線
と
東
経

百
四
十
一
度
の
線
と
の
交
点
か
ら
南
緯
五

十
五
度
東
経
百
四
十
一
度
の
点
に
至
る
直

線
、
南
緯
五
十
五
度
東
経
百
四
十
一
度
の

点
か
ら
南
緯
五
十
五
度
東
経
百
五
十
度
の

点
に
至
る
直
線
、
南
緯
五
十
五
度
東
経
百

五
十
度
の
点
か
ら
南
緯
六
十
度
東
経
百
五

十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
六
十
度
東

経
百
五
十
度
の
点
か
ら
南
緯
六
十
度
西
経

百
三
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
六
十

度
西
経
百
三
十
度
の
点
か
ら
南
緯
四
度
西

経
百
三
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
四

度
西
経
百
三
十
度
の
点
か
ら
南
緯
四
度
西

経
百
五
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
四

度
以
北
の
西
経
百
五
十
度
の
線
か
ら
成
る

線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
の
う
ち
、
北
緯

二
十
三
度
以
北
及
び
南
緯
三
十
度
以
南
の

水
域

１

次
に
掲
げ
る
漁
具
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
以
上
の
種
類
の

漁
具
を
使
用
し
、
か
つ
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
漁
具
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
以
上
の
種
類
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
吹
流
し
装
置
を
幹
縄
を
中
心
と

し
て
両
側
に
設
置
す
る
場
合
は
、
二
種
類
の
漁
具
を
使
用
し

た
も
の
と
み
な
す
。

一

舷
側
吹
流
し
・
加
重
枝
縄
を
併
用
し
た
舷
側
投
縄

二

夜
間
投
縄

三

吹
流
し
装
置

四

加
重
枝
縄

五

青
色
染
色
餌

六

投
縄
機

七

水
中
投
縄
機

八

残
さ
排
出
管
理

２

前
項
に
掲
げ
る
漁
具
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ

る
方
法
に
よ
り
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

舷
側
吹
流
し
・
加
重
枝
縄
を
併
用
し
た
舷
側
投
縄

イ

幹
縄
投
入
は
船
尾
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
舷

側
か
ら
実
施
す
る
こ
と
。

ロ

海
鳥
類
が
い
る
場
合
は
、
鈎は
り

が
水
面
下
に
あ
る
よ
う

に
幹
縄
を
た
る
ま
せ
る
こ
と
。

ハ

舷
側
吹
流
し
装
置
の
支
柱
は
、
投
縄
機
の
後
部
に
最

低
で
も
三
メ
ー
ト
ル
離
し
設
置
し
、
支
柱
二
メ
ー
ト
ル

上
部
に
少
な
く
と
も
三
本
の
お
ど
し
を
設
置
す
る
こ

と
。
こ
の
場
合
、
お
ど
し
の
太
さ
は
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
と
し
、
お
ど
し
先
端
は
、
水
面
に
触
れ
る
程
度

の
十
分
な
長
さ
と
す
る
こ
と
。

二

夜
間
投
縄

イ

当
該
海
域
に
お
け
る
日
出
か
ら
日
没
後
一
時
間
ま
で

の
間
は
投
縄
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ロ

船
上
の
照
明
は
、
操
業
及
び
航
海
の
安
全
を
考
慮
し

た
上
で
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

吹
流
し
装
置

イ

長
さ
は
最
低
で
も
百
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

ロ

枝
縄
が
水
中
に
沈
む
地
点
の
風
上
側
の
船
尾
に
、
海

面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
保
持
で
き
る
よ
う

に
取
り
付
け
、
餌
の
付
い
た
鈎は
り

が
沈
む
水
域
上
空
を
補

足
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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〔
告

示
〕

〇
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す

る
省
令
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
海
域
及
び

漁
具
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
農
林
水
産
一
七
九
五
）

J

〇
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す

る
省
令
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
漁
具
に
関

す
る
制
限
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
一
七
九
六
）

L

〇
特
定
特
殊
自
動
車
の
型
式
の
届
出
が
あ
っ

た
件

（
経
済
産
業
・
国
土
交
通
・
環
境
三
〇

九
〜
三
四
一
）

〇
自
衛
隊
飛
行
場
告
示
の
一
部
を
変
更
す
る

件
（
防
衛
二
二
三
）

Q

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

J
I

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
J

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
九
十
五
号

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
五
十
六
条
の
二
（
第
六

十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千

百
九
十
二
号
（
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
海
域
及
び
漁
具
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
東
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
開
始
、
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
完
了
、
型
式
適

合
認
定
関
係

Q
L

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

Q
N

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

Q
P

˜


		2009-12-16T14:57:56+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




